





































































































































































































































































母親の年齢 39.7 歳 38.9 歳程度
母子家庭になってからの期間 6.7 年 3.84 年程度
末子の年齢 10.7 歳 10.51 歳
母親の就業率 80.6％ 86.1%
母親の総収入 223 万円 245万円程度
母親の就労収入 181 万円 175万円程度
生活保護受給率 14.4％ 6.2%
























































































（ダミー　年間 150 万円以上 =1） 59.4%
健康 健康状態（ダミー　不安がある =1） 40%
元夫
別れるにあたっての暴力
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